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マウスとしては 3匹の未成熟マウスと 6匹の成熟マウスを用いた。移植後約 4
-5週間して、雌マウスを同居させ不妊回復が起こるか否かを調べた。
その結果、移植を受けた未成熟マウスは全例において (3匹中 3匹)不
妊を回復した。一方、成熟マウスでは移植後 6ヶ月間における期間では全く不
妊回復は起こらなかった。未成熟マウスの不妊回復はその効率のみならず、期
間も短縮されており、移植後 77-84日で初めの子供が得られている。これは
野生型のマウスが繁殖能を獲得する時期と一致しており、精原幹細胞移植で先
天不妊のホストマウスが正常に繁殖する能力を獲得したことを意味する。
以上の結果より、精原幹細胞移植を効率良く行うには未成熟なホストを
利用すれば良いということが明らかになった。
3.まとめ
本研究は精原幹細胞移植により効率良く不妊回復を行うシステムを確
立した点で重要な意義を持つ。すなわち、従来用いた成熟ステージのホストを
用いるよりかは未成熟なステージのホストが不妊治療には適しているというこ
とを明らかにした。また今回の研究で我々は精原幹細胞上の新規の抗原を同定
することにも成功した。これらの新規の抗原を組み合わせること幹細胞の純度
を向上させることで成熟したホストにおいても不妊回復を効率よく行える条件
を今後模索する予定である。
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